
 

臨床研修２年目地域枠医師に係る来年度進路について 
（取扱い注意） 

＜計５名＞ 出身大学 臨床研修先 29 年 4 月からの勤務予定先 予定期間 
消化パターン 

（下表） 
（取扱い） 専攻予定診療科 

A 医師（女性） 名古屋大学 名古屋掖済会病院 東京都立広尾病院 ３年間 ― 義務外研修 麻酔科 

B 医師（男性） 〃 豊橋市民病院 豊橋市民病院 ３年間 （A） うち２年間義務算入 外科 

C 医師（男性） 〃 一宮市立市民病院 一宮市立市民病院 ３年間 （A） うち２年間義務算入 内科 

D 医師（男性） 名古屋市立大学 名古屋市立東部医療センター 厚生連知多厚生病院 １年間 （B）変則 義務算入 内科 

E 医師（女性） 〃 一宮市立市民病院 一宮市立市民病院 ３年間 （A） うち２年間義務算入 産婦人科 

   

・A医師については、義務外研修３年間終了後、県内に戻り、地域の医師不足病院へ７年間赴任。 

  ・B,C,E 医師については、県内基幹的病院での研修３年間のうち２年間を義務算入するため、終了後、地域の医師不足病院へ５年間赴任。 

  ・D 医師については、県内基幹的病院での研修を後回しにして、いち早く地域の医師不足病院へ赴任する。１年間貢献後は、県内基幹的病院へ戻り研修を行う意向。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 【地域枠医師 義務年限消化パターン図】 

 

資 料 ４ 

１０年

（A）

●キャリアアップのための専門医（後期）研修を臨床研修に引き続き設定することにより、診療能力に厚みを持たせた上で医師が不足する地域の医療に貢献する。

（B）

●早い時期から医師が不足する地域の病院で幅広い診療能力を身につけると同時に、医師が不足する地域の医療に貢献する。

（C）

●早い時期から医師が不足する地域の病院で幅広い診療能力を身につけ、専門医（後期）研修を挟まず、引き続き医師が不足する地域の医療に貢献する（９年で義務終了）。

専門医（後期）研修病院
［うち２年間を義務年限に算入］

赴任先病院　②
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